
　

民
主
党
政
権
が
成
立
し
て
１
年
に
な
る
。
こ
の
１
年
、

鳩
山
由
紀
夫
政
権
の
外
交
、
特
に
普
天
間
米
軍
基
地
移
設

問
題
を
め
ぐ
る
「
迷
走
」
の
お
か
げ
と
言
う
べ
き
か
、
外

交
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
決
定
的
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
鳩
山
首
相
の
強
い
政
治
的
意
志
の
下
、
東
ア

ジ
ア
共
同
体
構
想
に
つ
い
て
、
経
済
連
携
か
ら
非
伝
統
的

安
全
保
障
、
科
学
・
技
術
・
教
育
交
流
に
至
る
ま
で
、
初

め
て
日
本
と
し
て
体
系
的
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
ま
と
め

ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
簡
潔
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
長
期
に

わ
た
っ
て
日
本
外
交
の
基
本
と
な
っ
て
き
た
日
米
同
盟
と

東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
が
、
民
主
党
主
導
の
政
権
に
お
い

て
も
や
は
り
基
本
と
し
て
再
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
別
に

驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
東
ア
ジ
ア
の
長
期
的
な
趨す

う

勢せ
い

と
東
ア
ジ
ア
地
域
シ
ス
テ
ム
の
構
造
を
考
え
れ
ば
、
日
本

の
外
交
戦
略
に
そ
れ
以
外
の
選
択
肢
は
あ
り
え
な
い
。
し

か
し
、
課
題
は
そ
の
先
に
あ
る
。
本
小
論
の
目
的
は
こ
れ
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ア
ジ
ア
と
向
き
合
う

日
本
外
交
を
考
え
るア

ジ
ア
経
済
研
究
所
所
長  

白
石 

隆

こ
れ
ま
で
日
本
は「
経
済
大
国
」「
先
進
国
」と
し
て「
ア
ジ
ア
」に
向
か
い
合
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
時
代
は
は
っ
き
り
と
終
わ
り
つ
つ
あ
る
。

日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
国
と
し
て
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
と
向
き
合
う
の
か
。



を
示
す
こ
と
に
あ
る
。

長
期
的
趨
勢

　

ま
ず
い
く
つ
か
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
長
期
の
趨
勢
を
紹

介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　

そ
の
一
つ
は
長
期
的
な
富
と
力
の
分
布
の
変
化
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
２
０
０
７
年
、日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

が
発
表
し
た
世
界
経
済
長
期
予
測
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
２
０
０
０
年
の
購
買
力
平
価
ド
ル
・
ベ
ー
ス

で
、
中
国
の
経
済
規
模
は
２
０
２
０
年
に
日
本
の
経
済
規

模
の
４
倍
、
２
０
３
０
年
に
５
倍
、
２
０
４
０
年
に
６
倍

に
な
る
。
ま
た
２
０
２
０
〜
40
年
に
は
中
国
の
経
済
規
模

は
米
国
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
。
イ
ン
ド
の
経
済
規
模
は
２

０
３
０
年
に
日
本
の
２
倍
、
２
０
５
０
年
に
は
Ｅ
Ｕ
と
ほ

ぼ
同
じ
、
日
本
の
４
倍
と
な
る
。
さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

経
済
規
模
も
２
０
３
０
年
に
は
日
本
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
。

誤
解
の
な
い
よ
う
確
認
し
て
お
け
ば
、
購
買
力
平
価
ド
ル
・

ベ
ー
ス
の
経
済
規
模
が
国
力
の
尺
度
と
し
て
、
ど
れ
ほ
ど

有
用
で
あ
る
か
、
大
い
に
議
論
が
あ
り
得
る
。
国
力
を
考

え
る
に
は
、
軍
事
力
、
産
業
力
、
科
学
・
技
術
力
、
国
民

の
教
育
水
準
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
経
済
規

模
以
外
に
も
多
く
の
要
因
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
、
例
え
ば
２
０
３
０
年
、
購
買
力
平
価
ド
ル
・

ベ
ー
ス
で
見
た
中
国
の
経
済
規
模
が
米
国
の
そ
れ
を
凌
駕

し
て
日
本
の
５
倍
に
な
り
、
イ
ン
ド
の
経
済
規
模
が
日
本

の
２
倍
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
規
模
も
日
本
よ
り
大
き
く

な
れ
ば
、
世
界
的
に
も
地
域
的
に
も
、
富
と
力
の
分
布
は

ず
い
ぶ
ん
変
わ
る
。
そ
し
て
富
と
力
の
分
布
が
変
わ
れ
ば
、

世
界
秩
序
も
地
域
秩
序
も
も
ち
ろ
ん
変
わ
る
。

　

も
う
一
つ
は
経
済
的
相
互
依
存
の
拡
大
で
あ
る
。
こ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
地
域
化
の
時
代
、
い
か
な
る
国
の
経
済

も
一
国
で
閉
じ
た
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
中
国
の
経
済

発
展
は
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
に
大
き
く
依
存
し
、
そ
の

輸
出
依
存
度
は
２
０
０
７
年
現
在
で
41
％
、
省
別
で
見
れ

ば
、
広
東
省
、
上
海
市
で
90
％
、
江
蘇
省
で
60
％
、
天
津

市
で
57
％
に
達
す
る
。
ま
た
東
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
を
見

て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
輸
出
依
存
度
は
２
０
０
７
年
で

２
３
１
％
、
マ
レ
ー
シ
ア
１
１
０
％
、
タ
イ
73
％
、
ベ
ト

ナ
ム
68
％
、
韓
国
46
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
29
％
と
な
っ
て
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い
る
（『
ジ
ェ
ト
ロ
・
セ
ン
サ
ー
』
２
０
０
９
年
５
月
号
）。

ま
た
、
中
国
の
台
頭
に
よ
っ
て
周
辺
の
国
々
が
経
済
的
に

中
国
に
ま
す
ま
す
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
。
例
え
ば
メ
コ
ン
流
域
諸
国
の
貿
易
は
近
年
、
急

速
に
伸
び
た
。
１
９
９
５
〜
２
０
０
５
年
、
貿
易
総
額
は

ベ
ト
ナ
ム
で
５
倍
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
２
倍
、
タ
イ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
68
％
、
37
％
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
国
の
最
大
の
貿
易
相
手
は
中
国
で
は
な
い
。
中
国

は
カ
ン
ボ
ジ
ア（
輸
入
総
額
の
47
％
）、ミ
ャ
ン
マ
ー（
34
％
）

の
最
大
の
輸
入
相
手
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
最

大
の
輸
出
先
は
米
国
（
輸
出
総
額
の
63
％
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー

最
大
の
輸
出
先
は
タ
イ
（
49
％
）、
ラ
オ
ス
最
大
の
貿
易

相
手
は
輸
出
入
と
も
タ
イ
（
輸
出
の
43
％
、
輸
入
の
69
％
）

で
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
は
輸
出
で
は
米
国
（
21
％
）、

日
本
（
12
％
）、
中
国
（
６
％
）、
輸
入
で
は
中
国
（
17
％
）、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
13
％
）、
日
本
（
10
％
）、
韓
国
（
９
％
）、

タ
イ
（
７
％
）
な
ど
が
主
要
相
手
で
、
ど
こ
か
一
国
に
依

存
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
世
界
経
済
に
さ
ら

に
統
合
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
の
場
合
に
は
ま
す

ま
す
顕
著
と
な
る
。
中
国
と
の
貿
易
は
拡
大
し
て
い
る
。

し
か
し
、
中
国
と
の
貿
易
が
拡
大
す
れ
ば
、
日
本
、
米
国
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
貿
易
も
拡
大
す
る
。
こ
れ
が
中
国

周
辺
の
国
々
に
と
っ
て
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
中
国
の

台
頭
は
周
辺
の
国
々
に
と
っ
て
経
済
的
に
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
中
国
に
経
済
的
に
あ

ま
り
に
依
存
す
る
こ
と
は
ど
の
国
も
望
ま
な
い
。
世
界
的
、

地
域
的
な
経
済
的
相
互
依
存
の
深
化
は
、
そ
の
意
味
で
、

中
国
周
辺
の
す
べ
て
の
国
々
に
と
っ
て
、
そ
の
行
動
の
自

由
度
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
は
都
市
化
の
趨
勢
で
あ
る
。
世
界
銀

行
の
長
期
予
測
に
よ
れ
ば
、
日
本
を
除
く
東
ア
ジ
ア
の

都
市
人
口
は
２
０
０
０
年
の
８
億
人
か
ら
２
０
３
０
年
に

は
14
・
７
億
人
に
増
加
し
、
都
市
化
率
は
62
％
に
達
す

る
。
こ
れ
は
二
つ
の
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
都

市
に
お
け
る
貧
富
の
格
差
是
正
は
、
将
来
、
一
大
政
治
課

題
と
な
る
だ
ろ
う
。
世
界
銀
行
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
２
０

０
０
年
現
在
、
東
ア
ジ
ア
の
都
市
人
口
の
33
％
、
２
・
７

億
人
が
ス
ラ
ム
に
居
住
し
、
仮
に
こ
の
比
率
が
経
済
発
展

に
よ
っ
て
大
幅
に
低
下
し
て
も
、
２
０
３
０
年
で
な
お
３
・

５
億
人
が
ス
ラ
ム
に
居
住
す
る
と
い
う
。
中
国
の
三
農
問
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題
、
タ
イ
の
政
治
危
機
に
見
る
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
の
多

く
の
国
で
は
現
在
、
都
市
と
農
村
の
格
差
是
正
が
大
き

な
政
治
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
は
、
都
市
に
お
け
る
貧
富
の
格
差
是
正
が
そ
れ
以
上

に
重
要
な
政
治
的
争
点
と
な
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
に
は

経
済
成
長
し
か
な
い
。
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
毎
年

２
５
０
万
の
若
い
人
が
労
働
市
場
に
参
入
す
る
。
中
国
で

は
こ
の
数
は
１
５
０
０
〜
１
７
０
０
万
人
に
達
す
る
。
こ

れ
だ
け
の
人
に
雇
用
を
創
出
す
る
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

７
％
、
中
国
で
８
％
の
経
済
成
長
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
の
農
村
に
余
剰
人
口
を
支
持
す
る
力
は
も
は

や
な
い
。
十
分
な
雇
用
が
創
出
さ
れ
な
け
れ
ば
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
よ
う
に
国
民
を
海
外
労
働
者
と
し
て
外
に
出
さ
な

い
限
り
、
職
の
な
い
人
た
ち
は
都
市
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・

セ
ク
タ
ー
に
滞
留
し
、
こ
れ
は
長
期
的
に
社
会
危
機
の
深

化
、
政
治
の
不
安
定
化
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
は
、
別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
、
１
９
６
０
〜
70
年
代
以
降
、
東
ア
ジ
ア

の
政
治
を
特
徴
付
け
た
「
経
済
成
長
の
政
治
」、
つ
ま
り
、

政
治
の
目
的
は
経
済
成
長
に
あ
る
と
い
う
政
治
が
こ
れ
か

ら
も
持
続
し
、
そ
の
実
績
が
政
権
と
政
治
体
制
の
正
統
性

調
達
に
大
き
な
意
味
を
持
ち
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
経
済
協
力
が
こ
の
地
域
で
は
こ
れ
か
ら
も
対
外
政

策
の
重
要
な
政
策
手
段
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

第
二
に
都
市
中
間
層
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
。
こ
こ
で

都
市
中
間
層
と
い
う
の
は
、
企
業
経
営
者
、
外
資
系
企
業
、

金
融
、
情
報
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
等
の
管
理
職
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
医
師
・
弁
護
士
・
会
計
士
な
ど
の
専
門
職
従
事
者
等
、

実
際
に
は
相
当
の
高
学
歴
・
高
収
入
の
人
た
ち
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
規
模
は
２
０
０
０
年
で
お
よ
そ
１
・
４
億
人
、

仮
に
２
０
３
０
年
に
都
市
人
口
の
30
％
が
中
間
層
と
す
れ

ば
、
そ
の
規
模
は
４
・
４
億
人
に
な
る
。
こ
の
人
た
ち
は

東
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
で
一
大
政
治
経
済
勢
力
と
し
て

そ
の
政
治
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
領
導
す
る
と
と
も
に
、
都
市
シ

ス
テ
ム
、
環
境
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
な
ど
に
お
い
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
も
の
を
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
と
し

て
要
求
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
言
語
的
に
は
、
こ
の
人
た

ち
の
多
く
は
、
タ
イ
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
韓
国
語
な

ど
の
母
語
に
加
え
、
英
語
と
お
そ
ら
く
中
国
語
（
普
通
話
）

を
理
解
す
る
ト
リ
・
リ
ン
ガ
ル
と
な
り
、
彼
ら
が
正
統
と

｜アジアと向き合う日本外交を考える45
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受
け
入
れ
る
規
範
が
、
政
治
に
お
い
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

い
て
も
、（
世
界
に
開
か
れ
た
）
こ
の
地
域
の
規
範
と
な

る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
東
ア
ジ

ア
の
エ
リ
ー
ト
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
等
教
育
を
受
け

た
多
言
語
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
主
体
と
す
る
「
ア

ン
グ
ロ
」
と
な
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
し
て
仮
に
日
本

の
若
い
人
た
ち
が
内
に
こ
も
り
、
多
言
語
の
「
ア
ン
グ
ロ
」

の
世
界
に
入
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、日
本
は
そ
う
い
う
「
ア

ン
グ
ロ
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
存
在
と
な
る
。

　

こ
れ
が
地
域
の
長
期
的
な
趨す

う
せ
い勢

で
あ
る
。
で
は
日
本
は

ど
う
か
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
人
口
減
少
に
よ
っ
て
日

本
の
生
産
年
齢
人
口
が
縮
小
し
、
経
済
が
停
滞
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
生
産
年
齢
人
口
は
２
０
０
９
年
の
８

１
６
０
万
人
か
ら
２
０
２
０
年
に
は
７
３
６
０
万
人
ま
で

８
０
０
万
人
減
少
す
る
。
日
本
の
財
政
を
考
え
れ
ば
、
防

衛
関
係
費
、
経
済
協
力
費
が
大
き
く
伸
び
る
こ
と
も
ま
ず

あ
り
得
な
い
（
防
衛
関
係
費
は
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
１

０
年
ま
で
４
・
８
〜
５
兆
円
の
水
準
で
推
移
し
た
。
一
方
、

経
済
協
力
費
は
２
０
０
０
年
の
１
兆
円
か
ら
２
０
１
０
年

の
６
０
０
０
億
円
ま
で
低
下
し
た
）。
ま
た
、
日
本
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
に
占
め
る
研
究
開
発
投
資
の
比
率

が
現
在
の
３
・
86
％
か
ら
４
％
に
増
え
て
も
、
２
０
２
０

年
の
世
界
の
研
究
開
発
投
資
に
占
め
る
日
本
の
割
合
は
現

在
の
18
％
か
ら
16
％
に
低
下
す
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
比

重
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
し
、
日
本
が
、
ア
ジ
ア
の
他
の

国
々
に
対
し
、こ
れ
ま
で
と
同
様
、「
経
済
大
国
」「
先
進
国
」

と
し
て
向
き
合
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。

東
ア
ジ
ア
の
地
域
シ
ス
テ
ム

　

以
上
が
こ
れ
か
ら
の
主
た
る
趨
勢
で
あ
る
。
問
題
は
こ

う
し
た
長
期
の
趨
勢
が
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
の
将
来
に

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
に
あ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
上

で
、
一
つ
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
東
ア
ジ
ア

と
欧
州
の
地
域
シ
ス
テ
ム
の
違
い
で
あ
る
。
冷
戦
の
時
代
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
集
団
安
全

保
障
の
機
構
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）

が
あ
り
、
そ
の
枠
内
で
仏
独
枢
軸
を
中
心
と
し
て
、
も
う

二
度
と
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
共
通
の
大
き
な

政
治
的
意
志
の
下
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
か
ら
欧
州
経
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済
共
同
体
、
欧
州
共
同
体
を
経
て
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に

至
る
欧
州
統
合
の
制
度
作
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
冷
戦

の
終
焉
と
と
も
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
Ｅ
Ｕ
の
東
方
拡
大
が
起

こ
っ
た
。
東
欧
の
社
会
主
義
体
制
が
崩
壊
し
、
ソ
連
帝
国

が
解
体
し
て
、
東
欧
の
国
々
が
次
々
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
参
加

し
、
Ｅ
Ｕ
に
参
加
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、地
域
的
な
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

と
地
域
的
な
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｕ
）
の
間
に
緊
張

は
な
い
。

　

東
ア
ジ
ア
の
地
域
シ
ス
テ
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
と

は
違
う
。
冷
戦
の
時
代
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、
ア
メ
リ
カ
を

ハ
ブ
と
し
、
日
米
、
米
韓
、
米
比
等
、
バ
イ
（
２
国
間
）

の
安
全
保
障
条
約
、
基
地
協
定
を
ス
ポ
ー
ク
と
し
た
地
域

的
な
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
今
も
あ

る
。
た
だ
し
、
冷
戦
時
代
と
比
べ
れ
ば
、
１
９
７
０
年
代

半
ば
、
米
軍
が
大
陸
部
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
撤
退
し
、
１
９

８
６
年
の
革
命
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
っ
た
米
軍
基
地
が

撤
収
さ
れ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
日
米
同
盟
の
重

要
性
は
大
き
く
な
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
で
は
ま
た
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
か
ら
欧
州
連
合
に
至
る
よ

う
な
地
域
的
な
政
治
経
済
機
構
は
で
き
ず
、
そ
の
代
わ
り

に
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
・
台
湾
・
東
南
ア
ジ
ア
の
間

の
三
角
貿
易
の
シ
ス
テ
ム
を
基
礎
に
、
特
に
１
９
８
５
年

の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
日
本
企
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
多

く
の
企
業
が
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
国
境
を

超
え
て
拡
大
す
る
こ
と
で
、
事
実
上
の
経
済
統
合
が
進
展

し
た
。

　

東
ア
ジ
ア
で
は
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
違
い
、
社
会
主

義
国
家
は
北
朝
鮮
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
を
含
め
、

一
つ
も
崩
壊
し
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
北
朝
鮮
と
ビ

ル
マ
は
「
無
頼
国
家
」
と
な
り
、
中
国
は
１
９
７
８
年
の

改
革
・
開
放
の
あ
と
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年

代
の
時
期
に
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
は
１
９
９
０
年
代
に
、
社

会
主
義
党
国
家
か
ら
社
会
主
義
市
場
経
済
党
国
家
に
変
容

し
、
地
域
的
な
経
済
シ
ス
テ
ム
に
統
合
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
中
国
も
ベ
ト
ナ
ム
も
そ
れ
以
外
の
旧
社
会

主
義
国
も
、
日
米
同
盟
を
基
軸
と
す
る
ア
メ
リ
カ
主
導
の

地
域
的
な
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
に
入
っ
て
い
な
い
。
こ
う

し
て
東
ア
ジ
ア
で
は
、
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
と
経
済
シ
ス

テ
ム
の
間
に
緊
張
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
緊
張
は
こ
れ
か
ら
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も
当
分
な
く
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
緊
張
は
中
国
が
経
済

的
に
台
頭
し
、
19
世
紀
的
な
主
権
国
家
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う

と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
可
能
性
が
大
き

い
。日

本
の
外
交
戦
略

　

こ
う
し
て
見
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
外
交
の

戦
略
的
課
題
は
何
か
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。
東
ア
ジ
ア
の
地

域
的
な
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
と
経
済
シ
ス
テ
ム
（
貿
易
シ

ス
テ
ム
）
の
緊
張
を
ど
う
管
理
（m

anage

）
し
、
こ
の

地
域
の
平
和
と
安
定
と
繁
栄
を
維
持
す
る
か
、
こ
れ
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　

い
か
な
る
国
際
秩
序
に
お
い
て
も
、
そ
の
基
礎
に
は
力

の
均
衡
が
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
中
国
の
経
済
的
台
頭

と
と
も
に
、
富
と
力
の
分
布
は
長
期
的
に
大
き
く
変
化
し
、

そ
れ
に
伴
い
、
地
域
秩
序
も
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
問

題
は
そ
う
し
た
変
化
が
革
命
的
（revolutionary

）
な
も

の
と
な
る
か
、
そ
れ
と
も
進
化
的
（evolutionary

）
な

も
の
と
な
る
か
で
あ
る
。
日
米
同
盟
の
意
義
は
こ
こ
に
か

か
わ
る
。
日
米
同
盟
を
基
軸
と
す
る
地
域
的
安
全
保
障
シ

ス
テ
ム
は
東
ア
ジ
ア
安
定
の
基
盤
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
の

国
々
は
す
べ
て
、
日
米
同
盟
を
与
件
と
し
て
、
安
全
保
障

政
策
を
組
み
立
て
て
い
る
。
中
国
の
台
頭
と
と
も
に
米
中

の
力
は
ま
す
ま
す
拮
抗
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
、
日
米
同
盟
が
維
持
さ
れ
れ
ば
、
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
力
の
均
衡
が
崩
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

日
米
同
盟
が
将
来
、
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
域
の
秩
序
は
た
ち
ま
ち
流
動

化
す
る
。

　

力
の
均
衡
の
維
持
は
、
東
ア
ジ
ア
の
安
定
と
繁
栄
の
必

要
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
分
条
件
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
経
済
成
長
が
要
る
。
中
国
で
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
も
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
国
々
で
も
、
多
く
の
若
い

人
た
ち
が
、
毎
年
、
労
働
市
場
に
入
っ
て
く
る
。
こ
の
人

た
ち
に
雇
用
を
創
出
し
な
け
れ
ば
、
社
会
危
機
、
政
治
危

機
が
起
こ
り
か
ね
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
経
済
成
長
、
雇

用
創
出
、
貧
困
削
減
、
生
活
水
準
向
上
は
東
ア
ジ
ア
の
す

べ
て
の
国
の
課
題
で
あ
る
。
日
本
に
と
っ
て
も
東
ア
ジ
ア

の
活
力
を
い
か
に
取
り
込
む
か
は
成
長
戦
略
の
鍵
で
あ
る
。
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東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
は
そ
の
た
め
の
方
策
で
あ
る
。
そ

こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
が
結
局
の
と
こ

ろ
、
ど
ん
な
形
を
取
る
か
で
は
な
く
、
通
貨
、
金
融
、
投

資
、
貿
易
等
の
ル
ー
ル
を
整
備
し
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、

情
報
の
流
通
を
円
滑
化
し
て
、
経
済
的
相
互
依
存
を
推

進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
済
的
相
互
依
存
が
進
展
す
れ
ば
、

中
国
も
、
そ
の
他
の
国
々
も
、
こ
の
地
域
の
安
定
と
繁
栄

に
も
っ
と
大
き
な
利
益
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
み
ん
な
で

ル
ー
ル
を
作
れ
ば
、
ル
ー
ル
破
り
は
難
し
い
。
経
済
的
相

互
依
存
の
推
進
と
共
通
の
ル
ー
ル
作
り
に
よ
っ
て
地
域
的

な
経
済
成
長
を
促
す
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
経
済
成
長

の
政
治
」
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構

築
の
ね
ら
い
は
そ
こ
に
あ
る
。

　

こ
れ
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
な
る
秩
序
も
静

態
的
な
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
中
国
と
イ
ン
ド
が
台
頭

し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
成
長
す
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
の
富
と
力

の
分
布
は
変
わ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
地
域
シ
ス
テ
ム
に

内
在
す
る
緊
張
を
う
ま
く
「
管
理
」
し
、
東
ア
ジ
ア
の
安

定
と
繁
栄
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
秩
序
を
不
断
に
進

化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
日
米
同
盟

を
基
軸
と
す
る
地
域
的
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
と
「
東
ア
ジ

ア
共
同
体
」
を
進
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は

ど
う
進
化
さ
せ
る
の
か
。

　

日
米
同
盟
か
ら
考
え
よ
う
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
２
０

０
９
年
の
東
京
演
説
で
、
ア
メ
リ
カ
を
「
太
平
洋
国
家
」

と
定
義
し
、
日
米
同
盟
の
深
化
と
ア
ジ
ア
関
与
を
確
認
し

た
。
ま
た
菅
直
人
首
相
も
、
２
０
１
０
年
６
月
11
日
の
所

信
表
明
演
説
に
お
い
て
、「
日
米
同
盟
は
、
日
本
の
防
衛

の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
安
定
と
繁
栄
を
支
え

る
国
際
的
な
共
有
財
産
」
と
規
定
し
、「
日
米
同
盟
を
外

交
の
基
軸
」
と
し
て
「
着
実
に
深
化
さ
せ
」
る
と
述
べ
た
。

問
題
は
ど
う
着
実
に
深
化
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
問

わ
れ
て
い
る
の
は
、
普
天
間
米
軍
基
地
移
設
問
題
だ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
集
団
的
自

衛
権
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
そ
の
同
盟
国
と
の
武
器
装
備
の

国
際
共
同
開
発
・
生
産
（
事
実
上
の
武
器
禁
輸
政
策
で
あ

る
武
器
輸
出
３
原
則
の
見
直
し
）、
中
国
の
台
頭
に
対
応

し
た
防
衛
力
整
備
、
米
軍
と
自
衛
隊
の
イ
ン
タ
ー
オ
ペ
ラ

テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
向
上
等
の
課
題
が
あ
る
。

　

で
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
は
ど
う
か
。
実
は
こ
こ
に
も
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大
き
な
課
題
が
あ
る
。
今
回
の
経
済
危
機
で
ア
メ
リ
カ
の

消
費
に
依
存
し
た
東
ア
ジ
ア
の
輸
出
主
導
型
経
済
成
長
モ

デ
ル
は
終
焉
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
消
費
に
は
当
分
、
期
待

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
期
待
で
き
な
け
れ

ば
、
ア
ジ
ア
に
期
待
す
る
し
か
な
い
。
ア
ジ
ア
「
内
需
」

主
導
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
へ
の
転
換
が
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
こ

う
い
う
期
待
に
ど
れ
ほ
ど
根
拠
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
を
考

え
る
上
で
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
猪
俣
哲
史
研
究
員
が

主
査
と
な
っ
た
調
査
研
究
「
国
際
産
業
連
関
分
析
か
ら
見

た
世
界
経
済
危
機
」
は
非
常
に
役
に
立
つ
。
そ
の
要
点
は

二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
は
こ
の

10
数
年
、ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
中
国
以
外
の
東
ア
ジ
ア
（
日

本
を
含
む
）
の
間
に
三
角
貿
易
の
構
造
が
成
立
し
た
。
ア

メ
リ
カ
が
東
ア
ジ
ア
の
最
終
製
品
の
大
口
顧
客
と
し
て
そ

の
強
大
な
購
買
力
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
成
長
を
牽
引
す

る
。
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
中
国
が
飛
躍
的
に
成
長
し
、
ア

メ
リ
カ
の
主
要
貿
易
相
手
国
と
な
る
。
そ
の
過
程
で
中
国

の
製
造
業
は
主
と
し
て
労
働
集
約
的
な
組
み
立
て
工
程
に

特
化
し
、
他
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
は
中
国
に
中
間
財
を
供

給
す
る
こ
と
で
、
よ
り
高
度
な
生
産
技
術
を
要
す
る
中
間

財
の
生
産
に
特
化
し
て
い
く
。
こ
の
構
造
が
今
回
の
危
機

で
は
逆
に
作
用
し
た
。
つ
ま
り
、
危
機
に
よ
っ
て
ア
メ
リ

カ
の
消
費
需
要
が
急
速
に
冷
え
込
み
、
中
国
か
ら
ア
メ
リ

カ
へ
の
輸
出
が
激
減
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
の
中
間
財
、

資
本
財
需
要
が
低
下
し
、
他
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
の

輸
入
が
減
少
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
生
産
縮
小
を
も
た
ら
し

た
。
第
二
に
、
そ
し
て
こ
れ
が
本
小
論
に
と
っ
て
は
重
要

な
点
で
あ
る
が
、
国
際
的
な
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け

る
中
国
の
役
割
を
時
系
列
で
見
る
と
、
生
産
技
術
の
向
上

に
伴
い
、
中
国
で
は
よ
り
高
度
の
生
産
工
程
を
要
す
る
中

間
財
の
生
産
が
伸
び
、
そ
の
結
果
、
中
国
を
単
な
る
最
終

消
費
財
の
組
み
立
て
基
地
と
し
た
貿
易
の
三
角
構
造
は
近

年
、
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
、
明
ら
か
だ

ろ
う
。
経
済
的
相
互
依
存
は
こ
れ
か
ら
も
進
展
す
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
是
正
に
伴
っ
て
、
中
国
の

内
需
は
ア
ジ
ア「
内
需
」と
な
り
、東
ア
ジ
ア
は
ア
ジ
ア「
内

需
」
主
導
の
経
済
成
長
へ
と
転
換
す
る
。
そ
う
い
う
楽

観
は
許
さ
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
２
０
０
８
〜
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年
の
デ
ー
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タ
か
ら
長
期
の
趨
勢
を
占
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

中
国
が
こ
れ
ま
で
、
一
貫
し
て
フ
ル
セ
ッ
ト
型
工
業
化
を

め
ざ
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
中
国
の
国
内
需
要
が

拡
大
し
、
産
業
高
度
化
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
多
く
の
中

間
財
、
資
本
財
を
国
内
で
生
産
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
的
相
互
依
存
の
趨
勢
が
将
来
、
転

換
し
、
中
国
と
そ
の
周
辺
で
中
国
中
心
の
垂
直
的
な
経
済

秩
序
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
で
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
日
本
と
し
て
は
、科
学
・
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
、
産
業
高
度
化
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
日
本
企

業
の
事
業
展
開
が
こ
れ
ま
で
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
、
経

済
統
合
の
推
進
力
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
経
済
協
力
を
再
び
精
力
的
に
推
進
す
る

こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
問
題
は
そ
の
先
（
あ
る
い
は
そ
の
は
る
か
手

前
）
に
あ
る
。
日
米
同
盟
と
東
ア
ジ
ア
共
同
体
は
す
で
に

長
期
に
わ
た
っ
て
日
本
外
交
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
日

米
同
盟
の
深
化
と
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
の
た
め
に
何
が

な
さ
れ
る
べ
き
か
、「
日
本
を
開
く
」
政
策
措
置
も
含
め
、

す
で
に
多
く
の
政
策
が
提
言
さ
れ
、
検
討
さ
れ
、
準
備
さ

れ
て
い
る
。
問
題
は
そ
う
し
た
政
策
を
実
行
し
よ
う
と
い

う
政
治
的
意
志
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
大
き
な
国
民
的

合
意
で
あ
る
。
日
本
は
今
、
歴
史
の
大
き
な
転
換
点
に
あ

る
。
こ
れ
ま
で
日
本
は「
経
済
大
国
」「
先
進
国
」と
し
て「
ア

ジ
ア
」
に
向
か
い
合
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
時

代
は
は
っ
き
り
と
終
わ
り
つ
つ
あ
る
。
で
は
日
本
は
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
国
と
し
て
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
と
向
き

合
う
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
日
本
を
ど
の
よ
う
な
国
と
し
た

い
の
か
。
こ
う
い
う
意
味
で
の
日
本
の
国
の
か
た
ち
、
あ

る
い
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
今
問
わ
れ
て
い
る
。
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